
多古中央病院から

お問い合わせ●都市整備課建設係
　　　　　　　☎ 76-5407

　首都圏中央連絡自動車道（圏央道）は、東京湾アクアラインや東関東自動車道などと

一体となって千葉県の広域的ネットワークの骨格を形成し、半島性の解消や成田国際

空港、幕張新都心、かずさアカデミアパークを軸とした各種プロジェクトの波及効果

を県内各地にもたらす上で、欠くことのできない道路です。

　多古町周辺の県北総地域は、これまで国際物流拠点である成田国際空港を中心に、

さまざまな空港関連産業が集積し発展してきました。今年3月には、空港の年間発着

回数が20万回から22万回に増加しましたが、10月には、さらに30万回に拡大さ

れることが、国・県・関係市町・空港会社（NAA）による四者協議会において合意さ

れるなど、今後、空港利用者や航空貨物取扱量の飛躍的な増加が予想されます。

　これにより、空港へのアクセス道路の要となる圏央道の早期整備が急務となりま 

すが、多古町が空港との共生・共栄を図りながら発展していく上で極めて重要な区間 

となる 「大栄～横芝間」 については、平成20年度から現地調査が開始され、現在は 

（仮称）多古インターチェンジの設置を含めた道路の設計が進められているものの、 

開通時期が明確に示されていない状況です。

　町では、この 「大栄～横芝間」 の整備を空港 

周辺地域の更なる発展を目指す上で重要な 

インフラ整備と位置付け、本区間の早期完成

に向けて、引き続き県や周辺市町とも連携し

ながら、国や関係機関への働きかけや要望活動 

等に積極的に取り組んでいきます。

たな事業の創出を図ります。現在
は、インターネットでも検索でき
ますが、ネット上に掲載されてい
ないものもあるので、専門的な書
籍は必要不可欠となります。
　本研究所で研究開発した製品で
身近なものとしては、医療機関で使われるインフルエンザ
ウイルスの感染を診断する試薬や、スギ・ダニ・ネコや小
麦・牛乳・卵白などのアレルギーを診断する試薬です。
　また、化学物質などを取り扱う関係上、安全確保に対
しても万全を期しています。正確に作業を進めることで
安全に研究開発を行い、正しい結果や求める結果を出す
ため、日々研究に取り組むことができます。同時に、従
業員が安心して働くことができる、より良い職場づくり
にもつながります。
　これからも明日を見据えた研究開発を行い、健康づくり 
への新たな製品やサービスの提供を目指していきます。

安全確保に努め、日々研究に取り組みます

三菱化学メディエンス（株）
成田研究所の一日
紹介者：島津光伸さん

取材協力 : 多古工業団地連絡協議会　三菱化学メディエンス㈱成田研究所

　三菱化学メディエンス㈱では、診断検査・創薬支援・
研究開発の3分野を中心に事業を展開しています。その
中で本成田研究所は、診断薬などの研究開発を5つのグ
ループに分かれて行っています。
　勤務時間は午前9時から午後5時35分。48人の研究員
は、ほとんどの時間を研究に費やしています。研究は、思
考と実験の繰り返し。机に座っているのは、出勤時と昼食
の時間ぐらい。求めている結果を出すため、ち密な作業を
し、結果が値しなければ再度手を加え、新たな結果を出す
という研究の繰り返しです。
　研究所内には、約9,000冊の書籍が置かれている図書
室があります。研究の合間に必要なノウハウを確認し、新
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「
足
の
裏
の
ホ
ク
ロ
は
、
が
ん
に
な
る
」。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？
最
近
は
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
特
集
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
放
送
さ
れ
た
翌

日
の
外
来
は
、
心
配
に
な
っ
た
患
者
さ
ん
で

あ
ふ
れ
ま
す
。

　

大
半
は
ホ
ク
ロ
や
良
性
腫
瘍
な
の
で
す
が
、

ま
れ
に
が
ん
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

今
回
は
、
皮
膚
が
ん
の
目
安
を
お
教
え
し
よ

う
と
思
い
ま
す
。
医
師
が
見
て
、
が
ん
か

ど
う
か
を
疑
う
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
５
つ
で
す
。

　

①�

左
右
非
対
称
の
形（
円
で

も
楕だ

円
で
も
な
い
）

　

②�

境
界
が
不
明
確（
腫
瘍
と

正
常
の
皮
膚
の
境
目
が

は
っ
き
り
し
な
い
）

　

③�

さ
ま
ざ
ま
な
色
を
し
て
い

る（
黒
・
灰
色
・
赤
な
ど
の

部
分
が
あ
る
）

　

④�

直
径
が
６
㎜
以
上（
鉛
筆
の
直
径
が

　
　

７
㎜
程
度
で
す
）

　

⑤
盛
り
上
が
っ
て
い
る

　

も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
は
あ
く
ま

で
目
安
な
の
で
、
全
部
当
て
は
ま
っ
て
い
て

も
、
が
ん
で
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
一

つ
も
当
て
は
ま
ら
く
て
も
、
が
ん
と
い
う
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
こ
れ
ら
が
い
く
つ
か
当
て
は
ま

り
、
病
院
に
掛
か
る
場
合
に
も
注
意
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
い
つ
ご
ろ
か
ら

で
き
て
い
る
か
を
思
い
出
し
ま
し
ょ
う
。
顔
な

ど
の
場
合
は
、
以
前
の
写
真
な
ど
を
見
返
し
て

み
る
と
、
い
つ
か
ら
で
き
始
め
て
い
る
か
が
分

か
り
や
す
い
で
す
。
ま
た
、
病
院
に
掛
か
る
前

に
自
己
判
断
で
削
っ
た
り
す
る
と
、
削
る
刺
激

に
よ
っ
て
、
が
ん
が
増
殖
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

【
病
院
便
り
】

　

多
古
中
央
病
院
の
受
付
時
間
は
、
午
前
11
時

30
分
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
急
患
に
限
り
時

間
外
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
設
備

と
人
員
の
関
係
上
、
適
切
な
医
療
機

関
へ
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

近
隣
の
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ

て
い
る
方
で
当
院
を
受
診
す
る
際

に
は
、
お
薬
手
帳
な
ど
投
薬
内
容

が
確
認
で
き
る
も
の
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

『
こ
れ
っ
て
ホ
ク
ロ
？ 

そ
れ
と
も
が
ん
？
』

文
／
国
保
多
古
中
央
病
院
　
内
科
・
皮
膚
科
　
山
本
洋
輔  

■衆議院本館で国への要望活動を行う菅澤町長

首都圏中央連絡自動車道（大栄～横芝間）の早期完成に向けて首都圏中央連絡自動車道（大栄～横芝間）の早期完成に向けて
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